
令和５年度女性活躍推進に係る企業課題解決支援研修等企画・運営業務 
 
 
 
 
 

 

 

報 告 書 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

令和 5（2023）年 10 月 

ひろぎんエリアデザイン株式会社  



 

 

組織成果につながるダイバーシティ経営への転換 
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●第 1部 講演（13:35～15:00） 

「多様な働き方を受け入れる企業文化はこうつくる」 
講師：株式会社プラウド 代表取締役社長 山本幸美氏 
 
山本講師より、全員活躍組織をつくるために欠かせない「制度づくり
（ハード）」「効果的なマネジメント（ソフト）」「企業文化の醸成（ハート）」
の３要素のうち、「企業文化を醸成することの必要性」について説明し
た。企業価値を高め、好循環を生むには従業員満足を高めることが
非常に重要であること、また企業の存在意義を表すパーパスが浸透
している企業は、浸透していない企業と比較して業績が高いことを客
観的なデータを用いて、先行き不透明な現代におけるダイバーシティ
推進のためには、パーパス経営により従業員の満足度や心理的安全
性を向上させ、企業価値を高めることが重要であると説明。自社の
「企業文化（ハート）」をつくり、浸透させ、ダイバーシティ推進を成功さ
せた具体的な企業の事例も紹介しながら、受講者に分かりやすく解説
した。 

 

●第 2 部 先進企業による取組事例発表（15:10～15:45） 
 
オタフクホールディングス株式会社  
人事部 部長 川岸 浩司氏 
 
川岸氏が、同社の企業理念にある「和」や「笑顔」を重要なキーワード
として、多様な社員の活躍を目指した取組について講演。 
人の成長が会社の成長であると考える同社が、働き続けたいと思わ
れる魅力ある会社であり続けるために、社員の声を聴き、勤務体系の
変更や事業所内保育園を設置したことを紹介。また、理念を浸透させ
るための社員研修等を一例として、自主性を重んじる教育体制で手を
挙げた社員がチャレンジできる環境づくりをしていることを説明した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［実 施 概 要］ 

名 称 組織成果につながるダイバーシティ経営への転換「全員活躍組織のつくり方」③企業文化［ハート］の醸成編 

開 催 日 時 2023 年 9 月 7 日（木）13:30～16:30 

実 施 方 法 
ハイブリッド開催 
・会場：広島 YMCA国際文化センター3号館 2階 多目的ホール 
・Zoom によるオンライン配信 

主 催 広島県（受託事業者：ひろぎんエリアデザイン㈱） 

参 加 者 数 会場：13 名、オンライン：70 名 （オンデマンド配信あり） 

理念の浸透を目的に、役員と社員との語らいの場を設けた社員研修を実施
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